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５月臨時会

― 正副議長は議員の申し合わせ事項
常任委員会などは任期満了により改選 ―

●会期　５月12日～５月13日(２日間)

※賛成＝○、反対＝●　工藤直道議長は採決に加わりません

平成28年第２回臨時会　賛否の分かれた議案の採決結果
　　　　　　　　議 員 名　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
工
藤　
隆
一

田
村　
善
男

畠
山　
　
康

井
上　
辰
男

立
花　
安
文

大
森　
力
男

渡
辺　
義
光

工
藤　
　
剛

遠
藤　
公
雄

古
川　
津
好

小
野
寺
昭
一

田
村　
　
孝

山
本　
　
榮

髙
橋　
　
守

髙
橋　
悦
郎

関　
善
次
郎

大
和
田
順
一

髙
橋　
光
幸

米
田　
定
男

北
口　
和
男

伊
藤　
一
彦

発議案
第１号

陸上自衛隊岩手駐屯地の

体制維持と周辺地域の環

境整備を求める意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

３
１
１
１
万
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
１
１
万

４
千
円
を
増
額
し
、
累
計
２
０
４
億
１

６
１
１
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
定
住
促
進
雇
用
対
策
事
業　
２
０
９　

　
９
万
円

▼
り
ん
ど
う
品
種
開
発
事
業　
５
０
０

　
万
円

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業　
４
６
６

　
万
円

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
県
が

賦
課
徴
収
し
、
県
か
ら
市
へ
払

い
込
ま
れ
る
規
定
に
な
っ
て
い

る
。
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。

現
在
、
県
で
取
り
扱
っ
て
い
る

自
動
車
取
得
税
の
廃
止
に
伴
っ

て
、
新
た
に
そ
の
財
源
と
し
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
、
県
下
同
じ
ル
ー
ル
で

取
り
扱
い
が
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
期
間
は
い
つ
ま
で

か
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

【
議
案
第
５
号
】　
平
成
28
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

ＱＡ

八幡平市議会新体制決まる

議長・就任のあいさつ
　このたび私は、議員各位のご
推挙により、議長に就任しまし
た。議会基本条例にうたった市
民の皆さまへの約束事を着実に
実行し、オープンで信頼される
議会を目指してまいります。
　今後とも、市議会へのご支援
ご協力をお願い申し上げます。

議長　　古川津好　氏副議長　　渡辺義光　氏

常任委員会などの委員構成

◎委員長　遠藤公雄　○副委員長　井上辰男
委員　髙橋光幸　髙橋守　山本榮　大森力男
　　　立花安文

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

◎委員長　工藤剛　　○副委員長　畠山康
委員　北口和男　米田定男　関善次郎
　　　田村孝　小野寺昭一

◎委員長　関善次郎　○副委員長　工藤隆一
委員　髙橋光幸　大和田順一　髙橋悦郎
　　　工藤剛

◎委員長　髙橋悦郎　○副委員長　田村善男
委員　渡辺義光　大和田順一　伊藤一彦
　　　工藤直道　工藤隆一

◎委員長　大森力男　○副委員長　米田定男
委員　伊藤一彦　髙橋守　田村孝　遠藤公雄
　　　立花安文

◎委員長　立花安文　○副委員長　山本榮
委員　髙橋守　工藤直道　髙橋光幸　
　　　遠藤公雄　田村孝

◆八起会　　　◎髙橋守　立花安文　小野寺昭一　
　　　　　　　井上辰男　畠山康　田村善男　工藤隆一
◆市民クラブ　◎工藤直道　渡辺義光　工藤剛　大森力男
◆緑松会　　　◎髙橋光幸　伊藤一彦　古川津好
◆日本共産党　◎米田定男　山本榮　髙橋悦郎
◆自由クラブ　◎関善次郎　遠藤公雄
◆新政クラブ　◎大和田順一　田村孝
◆無会派　　　北口和男

（◎＝代表者）

■盛岡地区広域消防組合議会議員　髙橋光幸
■盛岡北部行政事務組合議会議員　渡辺義光
　山本榮　遠藤公雄　井上辰男　田村善男
■岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員
　関善次郎
■監査委員（議会選出）　伊藤一彦

会派構成 一部事務組合議会議員など

※６月定例会で設置

議長選挙結果　　古川津好議員（13票）　髙橋守議員（９票）
副議長選挙結果　渡辺義光議員（12票）　田村孝議員（10票）
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【
議
案
第
12
号
】　
平
成
28
年
度
八
幡
平
市
国
民

健
康
保
険
西
根
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

※賛成＝○、反対＝●　古川津好議長は採決に加わりません

平成28年第２回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果
　　　　　　　　議 員 名　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
工
藤　
隆
一

田
村　
善
男

畠
山　
　
康

井
上　
辰
男

立
花　
安
文

大
森　
力
男

工
藤　
　
剛

工
藤　
直
道

遠
藤　
公
雄

小
野
寺
昭
一

田
村　
　
孝

山
本　
　
榮

髙
橋　
　
守

伊
藤　
一
彦

髙
橋　
悦
郎

関　
善
次
郎

大
和
田
順
一

髙
橋　
光
幸

米
田　
定
男

北
口　
和
男

渡
辺　
義
光

議　案
第３号

市道路線の認定に
関し議決を求める
ことについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

【
議
案
第
14
号
】　
平
成
28
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

ＱＡ
【
議
案
第
３
号
】　
市
道
路
線
の
認
定
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

６月定例会

中学生まで医療費無料化
条例一部改正を可決

●会期　６月16日～６月21日(６日間)

今回は
報告　　　　　３件
市長提出議案　14件
議員提出発議案１件

岩手山焼走りマラソンでスタートする中学生

ＱＡ

【
議
案
第
７
号
】　
八
幡
平
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例大更コミセン付属施設と

なった旧東大更小体育館

Ａ Ｑ

大
更
駅
前
線
整
備
に 

伴
い
市
道
認
定

　
大
更
駅
前
線
沿
道
整
備
土
地
区
画
整

理
事
業
の
施
行
に
伴
い
道
路
整
備
が
必

要
な
路
線
に
つ
い
て
、
大
更
駅
西
側
に

新
た
に
４
路
線
を
市
道
認
定
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
議
案
の
根
拠
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
昨
年
策
定
し
た
公

共
交
通
網
形
成
計
画
だ
と
思
う
。

こ
の
計
画
で
大
更
を
東
西
都
市

軸
の
形
成
と
あ
る
が
、
位
置
付

け
を
伺
う
。

市
と
し
て
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
推
進
を
目
標
と
し
て

い
る
。そ
の
地
域
は
大
更
、荒
屋
、

田
山
の
３
箇
所
で
、
特
に
人
口

が
集
中
し
て
い
る
大
更
を
中
心

と
位
置
付
け
て
交
通
網
の
形
成

を
進
め
て
い
き
た
い
。
都
市
軸

の
形
成
に
つ
い
て
は
、
買
い
物

と
か
医
療
機
関
が
集
約
さ
れ
て

い
る
大
更
地
区
と
荒
屋
、
田
山

を
結
ぶ
交
通
網
を
図
る
。

旧
東
大
更
小
体
育
館 

大
更
コ
ミ
セ
ン
管
理

　
旧
八
幡
平
市
立
東
大
更
小
学
校
体
育

館
が
、
八
幡
平
市
東
大
更
体
育
館
と
し

て
八
幡
平
市
立
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
付
属
施
設
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
使
用
予
約
受
付
は
大
更
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

旧
東
大
更
小
学
校
の
校
舎
に
一

部
耐
震
改
修
が
必
要
な
部
分
が

含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
部
分
に
つ
い
て
の
検
討
を
し

て
い
る
の
か
。

公
共
施
設
管
理
な
ど
、
計
画
を

作
成
中
で
あ
る
。市
内
に
は
、未

使
用
の
施
設
も
あ
る
の
で
、
そ

れ
も
含
め
て
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

ＱＡ

【
議
案
第
９
号
】　
平
成
28
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

１
億
３
９
１
万
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
９
１

万
７
千
円
を
増
額
し
、
累
計
２
０
５
億

２
０
０
３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業　
３
３
０

　
０
万
円

▼
農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業　
１
６

　
５
８
万
円

▼
観
光
振
興
対
策
事
業　
７
０
０
万
円

兄
川
リ
ハ
ビ
リ
牧
場
に
つ
い
て
、

今
ま
で
は
葛
巻
町
の
畜
産
公
社

に
貸
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
去

年
刈
り
取
っ
た
牧
草
も
ま
だ

運
搬
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
年
の
契
約
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

葛
巻
町
の
畜
産
公
社
に
牧
草
を

供
給
す
る
契
約
で
、
公
社
で
牧

草
を
ロ
ー
ル
し
て
運
搬
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ル
し

た
牧
草
が
１
０
０
０
個
ほ
ど
あ

る
が
、
使
う
と
き
に
公
社
が
運

搬
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ＱＡ

円
を
増
額
し
、
累
計
２
０
５
億
３
６
２

３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
温
泉
産
直
施
設
管
理
事
業　
１
６
２

　
０
万
円こ

の
事
業
で
の
委
託
料
の
目
的

と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

観
光
産
業
で
、
八
幡
平
温
泉
郷

か
ら
岩
手
山
の
裾
野
の
施
設
な

ど
、
連
携
と
再
構
築
で
活
性
化

に
向
け
た
官
民
連
携
を
検
討
、

推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

【
発
議
案
第
１
号
】　
議
会
議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

駐
車
場
整
備
に 

43
万
２
千
円
増
額

　
人
事
異
動
に
よ
り
、
給
与
費
を
１
３

０
万
９
千
円
を
減
額
し
、
経
費
と
し
て

53
万
６
千
円
を
増
額
す
る
。
経
費
の
う

ち
修
繕
費
43
万
２
千
円
は
、
病
院
東
側

の
未
利
用
地
を
新
た
に
10
台
程
度
の
駐

車
場
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

10
台
分
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

駐
車
場
不
足
の
問
題
は
解
決
す

る
の
か
。

新
病
院
移
転
は
４
年
後
の
計
画

の
た
め
、
今
回
の
増
設
で
様
子

を
見
な
が
ら
、
更
な
る
増
設
を

検
討
し
て
い
く
。

議
員
定
数
等
調
査 

特
別
委
員
会
を
設
置

　
本
市
の
行
財
政
状
況
、
近
隣
市
町
村

の
動
向
や
検
証
を
行
い
、
議
員
定
数
な

ど
の
調
査
と
検
討
を
目
的
に
議
会
議
員

定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

１
６
２
０
万
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
２
０
万



一 般 質 問 一 般 質 問
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消
防
団
員
の
負
担
軽
減

総
合
的
に
検
討
す
る

（八起会）

出動に備える消防車両

問　
消
防
団
員
は
消
火
活
動
は

も
と
よ
り
、
台
風
、
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
、
救
助
活
動
、
捜

索
活
動
な
ど
消
防
団
の
任
務
は

多
岐
に
わ
た
る
。
団
員
減
少
の

な
か
団
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

市
長　
団
員
の
確
保
と
適
正
な

消
防
団
編
成
が
重
要
で
あ
る
。

本
年
６
月
新
設
機
能
別
団
員
と

し
て
、
Ｏ
Ｂ
団
員
47
名
の
方
に

入
団
し
て
い
た
だ
い
た
。
市
民

の
防
災
意
識
の
維
持
、
向
上
と

消
防
団
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
、

団
員
の
さ
ら
な
る
確
保
に
努
め
、

負
担
軽
減
と
分
散
を
図
っ
て
い

く
。

岩
手
国
体
に
市
民 

参
加
を
促
す
に
は

問　
心
身
両
面
に
与
え
る
文
化

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
は
極
め
て
大
き
な
意
義
が
あ

る
。
全
国
の
選
手
、
関
係
者
に

エ
ー
ル
を
送
り
、
市
民
も
一
体

と
な
っ
て
勇
気
と
感
動
を
体
験

し
て
ほ
し
い
。
市
民
参
加
を
促

す
手
段
を
伺
う
。

市
長　
八
幡
平
市
で
開
催
さ
れ

る
５
競
技
に
つ
い
て
、
競
技
観

戦
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
戸
配
布

し
興
味
を
促
す
。
８
月
の
花
火

ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
炬
火
名

決
定
、
集
火
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

ま
た
、
大
会
前
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
市
民

の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
西
根
バ
イ
パ
ス
の
両
側

歩
道
を
利
用
し
て
７
・
１
㌔
に

２
０
０
０
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
市
民
、
来
会
者
の
大

会
ム
ー
ド
を
高
め
て
い
く
。

問　
市
は
、
補
食
給
食
は
自
家

米
の
持
参
で
地
産
地
消
を
推
進

し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
食
育

か
ら
重
要
と
し
て
い
る
。
自
家

米
の
弁
当
持
参
の
児
童
生
徒
の

人
数
や
率
を
伺
う
。
市
内
産
米

に
よ
る
米
飯
付
完
全
給
食
の
方

が
、
地
産
地
消
の
推
進
に
な
る

と
思
う
。
主
食
が
欠
け
る
子
ど

も
が
い
る
こ
と
は
学
校
給
食
の

目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
子
ど
も
に

差
別
が
生
じ
、
教
育
上
も
よ
く

な
い
。
全
て
の
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
の
た
め
に
は
、
弁
当
持

参
で
は
な
く
完
全
給
食
が
望
ま

し
い
。
完
全
給
食
の
給
食
費

ア
ッ
プ
は
就
学
援
助
制
度
で
全

額
援
助
さ
れ
る
。
１
食
当
た
り

の
給
食
費
ア
ッ
プ
額
は
い
く
ら

か
伺
う
。

教
育
長　
自
家
米
に
よ
る
弁
当

持
参
の
児
童
生
徒
は
７
５
５
人

で
46
％
で
あ
る
。
弁
当
持
参
で

朝
食
を
摂
取
す
る
習
慣
が
図
ら

れ
地
産
地
消
の
推
進
が
図
ら
れ

て
い
る
。
弁
当
を
持
参
し
て
こ

な
い
子
ど
も
の
状
況
は
、
主
に

持
参
忘
れ
、
お
か
ず
で
足
り
る

な
ど
子
ど
も
の
都
合
に
よ
る
も

の
で
経
済
的
理
由
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
。
完
全
給
食
と
す
る

場
合
、
１
食
あ
た
り
50
円
～
60

円
増
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

当
面
は
現
状
の
補
食
給
食
を
継

続
し
て
い
く
。

公
共
交
通
網
計
画
で

下
校
バ
ス
の
運
行
を

問　
田
山
行
き
の
安
代
中
学
校

下
校
バ
ス
を
ス
ポ
少
活
動
後
に

も
運
行
し
て
欲
し
い
。

副
市
長　
地
域
公
共
交
通
網
計

画
の
中
で
検
討
す
る
。

全
て
の
子
ど
も
に
完
全
給
食

当
面
は
補
食
給
食
を
継
続

（日本共産党）

安代地区学校給食センター

山
やま

本
もと

　榮
さかえ

 議員畠
はたけやま

山　康
やすし

 議員

質問した事項
１　山

やま

本
もと

　榮
さかえ

 議員……Ｐ６
　・完全給食の早期実施について
　・地域公共交通網形成計画について

２　畠
はたけやま

山　康
やすし

 議員……Ｐ７
　・国体参加者を促すには
　・消防団員の減少対策はあるか

３　井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員……Ｐ８
　・高齢者の地方移住について
　・自然災害における問題点と対応策について

４　髙
たか

橋
はし

悦
えつ

郎
ろう

 議員……Ｐ８
　・子どもの貧困について
　・ＴＰＰについて

５　渡
わたなべ
辺義
よしみつ
光 議員……Ｐ９

　・東京五輪への取り組みについて
　・八幡沼、蓬莱境の保全と活用について
　・教育研究所設立構想について

６　米
まい

田
た

定
さだ

男
お

 議員……Ｐ 10
　・ふるさと納税制度について
　・高校生の通学定期購入への助成拡大について

７　北
きたぐち

口和
か ず お

男 議員……Ｐ 10
　・政府機関の地方移転について
　・西根庁舎の活用について
　・防災安全対策について
　・ふるさと納税の推進について

８　遠
えんどう

藤公
き み お

雄 議員……Ｐ 11
　・地域振興協議会について
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生
徒
・
教
職
員
の
学
力
向
上

29
年
度
に
教
育
研
究
所
設
立

渡
わたなべ
辺義
よしみつ
光 議員

（市民クラブ）

新たな学力を育てる教師の指導力

問　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
は
、

教
職
員
の
指
導
力
強
化
と
研
修

体
制
の
確
立
と
が
課
題
で
あ
る
。

教
育
研
究
所
設
立
を
構
想
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
４
月
か
ら
教
育
指
導

課
を
新
設
。
市
内
小
中
学
校
長

で
構
成
す
る
準
備
委
員
会
で
協

議
し
来
年
度
に
立
ち
上
げ
た
い
。

問
　
岩
手
県
の
教
育
振
興
運
動

を
モ
デ
ル
に
、
学
校
教
育
か
ら

生
涯
学
習
ま
で
一
貫
し
た
総
合

的
な
教
育
研
究
の
考
え
は
。

教
育
長
　
生
涯
教
育
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
義
務
教

育
段
階
の
教
育
研
究
所
と
し
、

今
回
の
設
立
構
想
の
中
に
は
計

画
し
て
い
な
い
。

東
京
五
輪
に
特
産
品

問　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
市
民
参
加
意

識
の
醸
成
と
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど

市
の
特
産
品
提
供
や
事
前
合
宿

誘
致
の
情
報
発
信
の
強
化
を
。

市
長　
一
般
財
団
法
人
花
普
及

セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
、
市
の
リ

ン
ド
ウ
を
飾
る
な
ど
の
対
応
策

を
考
え
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

と
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。
事
前

合
宿
誘
致
に
よ
る
交
流
を
通
じ

国
際
交
流
へ
つ
な
げ
る
た
め
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
へ
の
登
録
を
検
討

中
で
あ
る
。
海
外
へ
の
情
報
発

信
は
、
広
域
自
治
体
で
連
携
し

た
活
動
を
重
点
的
に
進
め
た
い
。

八
幡
平
の
自
然
環
境

問　
国
立
公
園
指
定
60
周
年
の

八
幡
平
地
域
の
総
合
的
な
環
境

調
査
が
必
要
で
は
。

市
長　
環
境
省
や
関
係
機
関
と

連
携
し
国
立
公
園
内
や
周
辺
施

設
の
整
備
対
応
を
進
め
、
岩
手

県
へ
重
点
的
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
山
形
大
学
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
１
２
年
で
生
活
保
護

以
下
の
収
入
し
か
な
い
子
ど
も

の
い
る
世
帯
が
全
国
平
均
で

13
・
８
％
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
調
査
で
は
、
同
時
に
雇
用
形

態
が
子
ど
も
の
貧
困
に
ど
の
よ

う
に
影
響
し
て
い
る
か
も
調
査

し
て
い
て
、
非
正
規
労
働
者
率

の
高
い
都
道
府
県
が
子
ど
も
の

貧
困
率
も
高
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
今
、
非
正
規
労
働

者
が
４
割
ま
で
増
加
し
、
そ
の

こ
と
に
よ
る
経
済
格
差
が
広
が

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

副
市
長　
非
正
規
労
働
で
の
所

得
の
問
題
は
当
然
生
活
の
不
安

定
に
つ
な
が
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
率
に

も
関
連
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

問　
就
学
援
助
制
度
を
条
例
で

定
め
、
そ
の
対
象
者
が
漏
れ
な

く
受
給
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
。
ま
た
、
受
給
条
件
を
緩

和
し
、
対
象
者
拡
大
を
図
る
考

え
は
。
さ
ら
に
は
、
入
学
準
備

時
期
に
合
わ
せ
て
支
給
す
る
考

え
は
。

教
育
総
務
課
長　
制
度
の
条
例

化
は
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
。
受
給
条
件
緩
和
と
入
学

時
期
の
支
給
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
修
学
旅
行

へ
全
額
助
成
で
き
る
か
も
検
討

し
て
い
る
。

問　
学
校
給
食
に
ご
飯
も
出
る

完
全
給
食
に
す
る
べ
き
だ
。
そ

の
際
、
ご
飯
分
の
給
食
費
は
子

育
て
世
代
へ
の
新
た
な
支
援
策

と
い
う
立
場
で
、
市
が
負
担
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長　
ご
飯
持
参
給
食
は
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い

る
の
で
続
け
た
い
。

問　
平
成
31
年
ま
で
に
60
人
の

移
住
者
受
け
入
れ
の
可
能
性
は
。

市
長　
オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
八

幡
平
の
２
期
棟
完
成
及
び
周
辺

別
荘
地
へ
の
団
塊
世
代
の
移
住

を
考
慮
し
進
め
て
い
る
。

問　
地
方
移
住
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
一
番
大
事
だ
と
思
う

が
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長　
移
住
の
条
件
と
し
て
、

地
域
の
人
と
一
緒
に
活
動
し
な

が
ら
年
老
い
て
下
さ
い
と
話
し

て
い
る
。
目
的
の
な
い
方
は
、

受
け
入
れ
な
い
と
い
う
考
え
方

で
移
住
促
進
を
進
め
て
い
き
た

い
。

岩
手
山
避
難
計
画
は 

平
成
29
年
度
策
定

問　
要
支
援
者
の
名
簿
化
が
必

要
で
あ
る
が
、
名
簿
作
成
支
援

者
の
確
保
は
。

市
長　
支
援
者
の
確
保
な
ど
を

含
め
、
作
成
方
法
な
ど
を
今
後

検
討
し
て
い
く
。

問　
外
国
人
観
光
客
を
支
援
す

る
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保

や
養
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
観
光
施
設
な
ど
と
協
力
、

分
担
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
災
害
時
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
活
用
や
語
学
力
の
養
成

な
ど
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
国
体
開
催
中
の
災
害
に
備

え
た
避
難
計
画
は
。

市
長　
第
71
回
国
民
体
育
大
会

八
幡
平
市
消
防
防
災
警
備
基
本

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

問　
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
組
織
と
の
防

災
協
定
締
結
の
考
え
は
。

市
長　
他
地
域
の
状
況
を
精
査

し
検
討
す
る
。

高
齢
者
移
住
の
財
政
負
担

経
済
波
及
効
果
期
待
で
き
る

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

ＣＣＲＣを実践する市内の施設

非
正
規
労
働
で
貧
困
広
が
る

子
ど
も
の
貧
困
に
関
連
す
る

（日本共産党）

西根・松尾地区に供給している学
校給食センター

髙
たか

橋
はし

悦
えつ

郎
ろう

 議員
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問　
北
森
駅
と
盛
岡
駅
間
の
通

学
定
期
購
入
費
は
年
間
約
19
万

円
、
教
育
費
の
一
部
に
す
ぎ
な

い
通
学
定
期
代
だ
け
で
こ
れ
だ

け
の
負
担
と
い
う
実
態
は
過
酷

と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
の
充
実
と
い
う
立

場
か
ら
、
助
成
の
大
幅
拡
大
が

必
要
で
あ
る
。

市
長　
通
学
に
伴
う
経
費
と
し

て
毎
月
２
万
円
前
後
の
支
出
は

大
き
な
負
担
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
子
育
て
支
援
を
さ
ら

に
進
め
る
う
え
で
も
平
成
29
年

４
月
か
ら
の
補
助
金
引
き
上
げ

を
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

問　
寄
付
と
い
う
形
式
だ
が
、

実
質
的
に
は
他
の
自
治
体
へ
の

住
民
税
納
付
で
あ
る
。
自
ら
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
そ
れ

を
要
求
し
、
し
か
し
住
民
税
は

他
の
自
治
体
へ
の
納
付
を
認
め

る
制
度
と
い
え
る
。
収
入
の
確

保
の
た
め
に
は
、
他
の
自
治
体

へ
は
寄
付
を
募
り
、
自
ら
の
住

民
に
は
寄
付
を
控
え
る
様
に
啓

蒙
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
全
て
の

自
治
体
が
こ
う
い
う
立
場
に
立

て
ば
、
こ
の
制
度
は
成
立
し
な

い
と
い
う
根
本
的
な
矛
盾
を
抱

え
た
制
度
で
あ
る
。

市
長　
こ
の
制
度
は
各
地
域
間

で
大
き
な
矛
盾
を
生
み
だ
す
。

自
治
体
間
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
制
度

と
い
う
内
容
で
東
北
市
長
会
で

も
発
言
し
た
。
今
後
も
現
状
の

矛
盾
に
つ
い
て
は
訴
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

通
学
定
期
負
担
は
過
酷

次
年
度
の
助
成
拡
大
を
検
討

（日本共産党）

北森駅通学風景

農
林
水
産
省
を
盛
岡
以
北

県
で
は
誘
致
提
案
は
な
い

北
きたぐち

口和
か ず お

男 議員
（無会派）

西根庁舎活用要望は新岩手農協に

10
年
区
切
り
検
証
見
直
し

対
象
経
費
交
付
額
の
検
証

遠
えんどう

藤公
き み お

雄 議員
（自由クラブ）

コミセン主催交流運動会餅まき

問　
地
域
振
興
協
議
会
長
と
コ

ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
の
現
状

は
ど
う
か
。

地
域
振
興
課
長　
全
部
で
12
協

議
会
中
２
カ
所
が
別
々
で
あ
る
。

問　
制
度
発
足
時
の
当
局
の
指

導
は
同
一
だ
っ
た
が
。

地
域
振
興
課
長　
設
立
に
当
た

り
基
本
的
な
ラ
イ
ン
は
示
し
て

い
る
が
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
今
の
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
当
局
は
、
ど
の
よ
う

な
指
導
を
し
て
い
く
の
か
。

地
域
振
興
課
長　
地
域
に
あ
っ

た
形
で
地
域
で
決
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　
地
域
振
興
協
議
会
ご
と
の

協
力
金
な
ど
の
実
態
は
。

地
域
振
興
課
長　
会
費
、
協
力

金
の
名
目
で
１
世
帯
当
た
り
１

０
０
円
、
５
０
０
円
、
１
０
０

０
円
、
一
番
高
い
協
議
会
は
３

０
０
０
円
で
あ
る
。

問　
一
番
人
口
の
多
い
協
議
会
、

少
な
い
協
議
会
、
平
均
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長　
一
番
多
い
の

が
大
更
地
区
８
１
４
６
人
、
少

な
い
の
が
細
野
地
区
２
９
０
人
、

平
均
２
３
２
２
人
と
な
っ
て
い

る
。

問　
大
分
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が

今
後
、
統
廃
合
の
考
え
は
。

市
長　
地
域
の
特
性
、
地
域
の

考
え
方
、
声
を
最
大
限
尊
重
し
、

現
状
で
進
め
て
い
き
た
い
。

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

問　
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
大
変

好
評
だ
が
、
１
自
治
会
10
万
円

だ
と
す
る
と
全
集
落
が
終
わ
る

の
に
10
年
以
上
か
か
る
計
算
だ
。

副
市
長　
重
点
的
に
進
め
る
と

か
、
財
源
を
ど
う
す
る
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
中
央
省
庁
７
機
関
が
移
転

に
挙
が
っ
て
い
る
。
農
林
水
産

業
の
推
進
と
震
災
復
興
の
加
速

に
農
林
水
産
省
を
北
海
道
を
含

め
た
北
東
北
３
県
盛
岡
以
北
へ

の
移
転
を
隣
接
自
治
体
と
連
携

し
て
要
望
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

市
長　
今
回
岩
手
県
で
は
、
省

庁
の
誘
致
提
案
は
し
て
い
な
い
。

防
災
科
学
技
術
研
究
所
ほ
か
計

５
件
の
研
究
機
関
な
ど
の
誘
致

提
案
は
し
て
い
る
。

西
根
庁
舎
の
活
用 

要
望
は
ど
う
か

問　
西
根
庁
舎
の
活
用
に
つ
い

て
、
新
岩
手
農
協
本
所
事
務
所

と
し
て
も
ら
え
れ
ば
市
で
も
実

現
に
向
け
て
の
支
援
は
す
る
と

の
要
望
し
て
い
る
が
進
捗
状
況

は
。

市
長　
こ
の
件
に
関
し
て
は
、

じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
い
く
旨
、

新
岩
手
農
協
か
ら
話
を
聞
い
て

い
る
が
、
正
式
な
回
答
は
得
て

い
な
い
。

問　
八
幡
平
エ
リ
ア
は
常
務
理

事
を
持
た
な
い
エ
リ
ア
に
な
っ

て
い
る
。
前
代
未
聞
の
２
回
目

で
あ
り
、
組
合
員
に
対
し
大
変

無
責
任
き
わ
ま
り
な
い
状
況
で

あ
る
。
庁
舎
の
活
用
の
要
望
に

影
響
が
あ
る
の
で
は
。

市
長　
総
合
的
な
条
件
を
検
討

し
、
判
断
が
な
さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

自
然
水
利
看
板
の 

設
置
は
す
る
べ
き

問　
山
林
火
災
の
消
火
に
は
消

防
自
然
水
利
の
看
板
を
設
置
し
、

予
防
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
使
用
可
能
な
自
然
水
利

の
確
保
を
行
い
予
防
に
努
め
る
。

米
まい

田
た

定
さだ

男
お

 議員
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項　目 内　容 主な適用例

調査研究費 会派(議員)が行う市の事務や地方行財政などの調査研究と調査委託
に関する経費 交通費、宿泊費

研　修　費 会派(議員)が研修会を開催するために必要な経費や、団体などが開
催する研修会の参加するための経費

交通費、宿泊費、参
加費

広　報　費 会派(議員)が行う活動や市政について市民に報告するための経費 広報紙・報告書など
印刷費、文書通信費

広　聴　費 会派(議員)が行う住民からの市政と会派の活動に対する要望、意見
の聴取、住民相談などの活動の経費 資料印刷費、会場費

要請・陳情
活　動　費 会派(議員)が要請、陳情活動を行うための経費 文書通信費、交通費、

宿泊費

会　議　費 会派(議員)が行う各種会議、団体などが開催する各種会議への会派
（議員）としての参加するための経費 会場費、資料印刷費

資料作成費 会派(議員)が行う活動に必要な資料の作成するための経費 印刷製本代

資料購入費 会派(議員)が行う活動に必要な図書、資料などを購入するための経
費

書籍購入費、新聞雑
誌購読料

人　件　費 会派(議員)が行う活動を補助する職員を雇用する経費 給料、手当、賃金

事 務 所 費 会派(議員)が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費 事務機器購入、リー
ス代

政務活動費に充てることができる経費の範囲

会派など名称 期　日 視察先 視察内容

八　起　会
７月21日
　　22日

滋賀県大津市
島根県海士町

議会ＩＣＴ・ＢＣＰ・基本条例について
子供たちを育てる島の取組みについて

11月26日 石川県金沢市 地方創生の為のＣＣＲＣについて

新政クラブ
工 藤 直 道
北 口 和 男

７月23日
　　24日

島根県浜田市
鳥取県境港市

ふるさと納税について
鬼太郎を活用したまちづくりについて

新政クラブ
・

北 口 和 男

１月27日

　　28日

新潟県上越市

長野県大町市

人口減少問題調査対策特別委員会の活動に
ついて
定住促進事業について

新政クラブ ２月22日 秋田県鹿角市 文化の杜交流会館「コモッセ」について

緑　松　会
・

自由クラブ

７月21日
　　

　　22日

岐阜県高山市
　
長野県松本市

乗鞍自動車利用適正化協議会の取組みにつ
いて
エコーラインの利用状況について

11月24日
　　25日

愛媛県松山市
山口県岩国市

旅行代理店への補助事業について
ＵＩＪターン促進事業について

日本共産党 ７月16日 千葉県野田市 自治体合併に伴う旧庁舎改修による複合施
設の整備について

工 藤 直 道
11月18日

　　28日

福島県相馬市

早稲田大学

大震災からの復興と備えについて
地方創生の課題と自治体の役割について
キャリア選択としての農業経営者について

会派(議員)別
視察研修一覧
(27年度)

※研修会参加は除く

日本共産党・自治体合併に
伴う旧庁舎改修による複合
施設の整備視察（昨年７月
16日、千葉県野田市）

新政クラブ、工藤直道、北
口和男・ふるさと納税視察

（昨年７月23日、島根県浜
田市）

　八幡平市は、議員の調査研究など
活動に必要な経費の一部として、１
人当たり月額２万円の「政務活動費」
を会派または議員に交付しています。
ここでは、27年度に交付された政務
活動費がどのように使われたのかを
お知らせします。

政務活動費収支報告

１人月２万円
その使い道は

八　起　会(７人)

使用額　　１,670,583円
調査研究費　1,333,292円
資料購入費　　　51,840円
事 務 所 費　　285,451円

交付額　　１,680,000円

返還額　　　　9,417円

工 藤 直 道

使用額　　　30１,440円
調査研究費　　247,310円
研　修　費　　　53,480円
資料購入費　　　　　650円

交付額　　　240,000円

返還額　　　　　　0円

日本共産党(３人)

使用額　　　736,327円
研　修　費　　104,720円
広　報　費　　624,637円
資料購入費　　　6,970円

交付額　　　720,000円

返還額　　　　　　0円

緑　松　会(３人)

使用額　　　800,846円
調査研究費　　779,510円
資料購入費　　　21,336円

交付額　　　720,000円

返還額　　　　　　　　　0円

新政クラブ(５人)

使用額　　１,200,838円
調査研究費　1,087,310円
研　修　費　　　29,620円
資料購入費　　　73,152円
事 務 所 費　　　10,756円

交付額　　１,200,000円

返還額　　　　　　0円

自由クラブ(２人)

使用額　　　574,667円
調査研究費　　572,935円
資料購入費　　　1,732円

交付額　　　480,000円

返還額　　　　　　　　　0円

北 口 和 男

使用額　　　208,１0１円
調査研究費　　　84,084円
研　修　費　　　98,410円
資料購入費　　　25,607円

交付額　　　240,000円

返還額　　　31,899円

交付額合計　　5，28０，０００円
使用額合計　　5，492，8０2円
返還額合計　　　　41，316円
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現場を視察し次へステップ
　当常任委員会の所管している事業は金額的にも数的にも
かなり多く、全ての現場視察は難しいですが、可能な限り
時間を取り現場を視察したいと思っています。今回は、新
しくなった松川温泉からの貯湯タンク、ローソンと提携し
ている熱水ハウスでのピーマン試験栽培、小水力発電所、
新小屋の沢配水池とその水源地を視察するとともに、花き
研究開発センターでは、リンドウのルワンダでの事業展開
についての説明を受けました。

産業建設常任委員会の活動 ■期日・場所　７月１2日・八幡平市内
■内容　所管する市内の各事業現場視察

問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」 を読んだ　　
感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、はが
きやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中から抽
選で10人に八幡平市共通商品券1,000円分をお贈りします(当選
者の発表は発送をもって代えさせていただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。
■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■しめ切り　平成28年９月８日㈭(当日消印有効)
■前回(№43)の正解　８(月)
　　　　　　　　　　応募者　16人　　正解者　16人

ク イ ズ

西根病院駐車場
整備で、新たに
〇〇台分を整備

次は　９月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ
とができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市
役所３階の議会事務局までお越しください（受付で住
所や氏名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。

期　日 内　容
８月29日㈪ 議案上程  ほか
８月30日㈫

～
９月２日㈮

一般質問、議案審議

９月３日㈯～６日㈫ 休　　会
９月７日㈬～９日㈮ 議案審議、決算特別委員会
９月10日㈯～14日㈬ 休　　会
９月15日㈭・16日㈮ 決算特別委員会
９月17日㈯～19日㈪ 休　　会
９月20日㈫・21日㈬ 決算特別委員会

９月22日㈭ 休　　会
９月23日㈮ 委員長報告 ほか

委員会活動報告

新小屋の沢配水池(７月12日)

議会の動き
（５月１日～７月２８日)

５月▲

９日　議会運営委員会、会派
　　　　　　　　代表者会議▲

12日　平成28年第２回臨時会
　　　　　　　　(～13日)▲

13日　会派代表者会議、議員
　　　　　　　　全員協議会、 市政調査
　　　　　　　　会理事会、 市政調査会
　　　　　　　　総会▲

29日　八起会会派研修(～30
　　　　　　　　日)
６月▲

１日　産業建設常任委員会協
　　　　議会▲

３日　総務常任委員会協議会▲

７日　教育民生常任委員会協　
議会▲

９日　議会運営委員会▲

16日　平成28年第２回定例会
　　　　　　　　(～21日)、 平成28年第
　　　　　　　　１回八幡平市議会改革
　　　　　　　　推進会議、 議会広聴広
　　　　　　　　報常任委員会▲

17日　市政調査会理事会、平
　　　　成28年第１回議会議員
　　　　定数等調査特別委員会▲

20日　委員長会議▲

21日　議会運営委員会、議員
　　　　全員協議会▲

29日　八起会会派研修会
７月▲

４日　議会運営委員会▲

５日　議会広聴広報常任委員
　　　　　　　　会▲

12日　産業建設常任委員会協
　　　　議会▲

15日　議会広聴広報常任委員
会▲

19日　平成28年盛岡地区広域
　　　　消防組合議会７月臨時
　　　　会、八起会・新政クラ
　　　　ブ会派合同研修（～22
　　　　日）▲

21日　産業建設常任委員会協
　　　　議会▲

25日　市民クラブ・無会派会
　　　　派合同研修（～27日）▲

27日　議会広聴広報常任委員　 　 　 　

会▲

28日　岩手地区議会議員大会

八幡平市議会活動レポート

議員全員協議会

　５月13日に議員全員協議会を開催し、市から検討を
進めている西根病院新築工事設計業務基本設計につい
て、西根病院経営理念である「心のかよう医療サービ
スの提供」と「各部門間の連携によるチーム医療の実
践」を念頭に置き、施設整備基本計画で掲げた新病院
整備の７つの基本方針に基づき計画を進めると説明さ
れました。

西根病院基本設計を説明

全国市議会議長会表彰

整備検討を進めている西根病院

（写真右から）遠藤公雄議員、 大和田順一議員、
工藤直道議員、 工藤剛議員

　本市議会の大和田順一議員、遠藤公雄議員、工藤直
道議員、工藤剛議員が全国市議会議長会から表彰を受
けました。
　大和田議員が市議会議員を15年以上、外３議員は市
議会議員を10年以上務めた功績です（合併前の町村議
会議員としての在職年数の２分の１を市議会議員在職
年数に通算）。

長年にわたる自治の功績たたえる
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西 根中学校は校訓「修文錬
磨」のもと、自治活動を目

指して日々活動しています。今
年度は生徒会スローガンを「Ｂ
ＥＳＴ」と掲げ、様々な活動や
行事を最高なものにしようと全
校生徒で協力し合ってきました。
ボディパーカッション、合唱、応
援、挨拶、清掃、この５つは西
中の新たな伝統として受け継ぎ、
更に発展させ頑張っていきます。

　私の周りで病気になり、夢を絶
たれた若者が何人かいます。若い
時は、体調不良でも我慢し、忙し
いこともあり病院へは行っていら
れませんでした。また、寝れば治
る、お酒を飲めば治る、まだ若い
から大丈夫という考えでした。そ
んな若者達に、ぜひ自分の体に向
き合う時間を作ってほしいです。
今年度から、若年者健診が始まり
健診項目は足りているでしょうか。
成人したからこそ健診が必要です。
だから、一緒に頑張る仲間の命を
守るためにも、健診費用助成など
を市に期待します。

議 会 の ま ど

若
者
に
こ
そ健

康
診
断
を齊

さいとう
藤正

ま さ き
樹  さん

（瀬ノ沢）

ど
う
し
て
も
私
の
住
ん
で
い

る
地
区
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ

の
日
が
祝
日
に
当
た
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
年
ご
と
に
見
直
す
と
か
、

い
。（
大
更
・
29
歳
女
性
）

ミ
ニ
漫
画
と
か
あ
っ
た
ら
面

白
い
と
思
い
ま
す
。（
打

田
内
・
20
歳
女
性
）

祝
日
で
も
回
収
す
る
と
か
、
す

ぐ
回
収
し
て
も
ら
え
る
よ
う
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。（
大

更
・
52
歳
女
性
）

若
者
が
定
住
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し

私
達
の
議
員
の
方
々
が
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
行
動
し
、

頑
張
る
姿
が
見
る
こ
と
が
で
き
て

良
い
で
す
。(

野
駄
・
32
歳
女
性
）

何
か
人
の
た
め
に
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
、
学
校
な
ど

に
雑
巾
を
年
間
７
０
０
枚
送
っ
て

い
ま
す
。（
叺
田
・
73
歳
女
性
）

る
よ
う
に
ま
す
ま
す
努
力
を
し
て

実
効
性
の
あ
る
成
果
を
出
せ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。(

松
尾
寄
木
・
66
歳
男
性
）

八
幡
平
市
の
色
々
な
問
題
を

少
し
で
も
理
解
し
た
い
と

質
問
に
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。（
松
尾
寄
木
・
62
歳
女
性
）

森
の
湯
、
物
産
館
、
友
好

都
市
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
指
定
管
理
の
再
契

約
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
た
の
は

大
変
良
い
こ
と
で
す
が
、
も
う

少
し
利
用
客
の
声
を
反
映
で
き

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声

学校紹介

西根中学校生徒会長

伊
い と う

藤陽
ひ な

菜　さん

委員長・就任のあいさつ
　５月から委員長に就任しましたが、私
以外の５人は経験が豊富な委員ですので
それぞれの発想を提案してもらうと共に
市民の皆さんからも感じたことを伝えて
いただき、読みやすく親しまれる議会広
報作りに努めてまいりたいと思いますの
で、よろしくお願いいたします。

議会広聴広報常任委員長　　関善次郎　氏


